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　社会において、省エネルギー化の流れが加速している

今、住宅の外断熱への関心も高まりつつあるが、外断熱

の「本場」ヨーロッパの事情はどうなっているのであろ

うか。また、日本国内にも動きは見られているのだろう

か。

　今年１０月、外断熱工法の普及・教育活動などを行うＮＰＯ

法人「外断熱推進会議」が、ドイツおよびトルコの視察に

出向き、８日間にわたり現地の外断熱の現状などを調査

した。編集部では、その視察旅行のメンバーで、外断熱

推進会議の事務局長を務める堀内正純氏に、ＥＵ、そして

日本の外断熱事情について話を聞いた。

さらに普及している欧州の外断熱

　私どもＮＰＯ法人外断熱推進会議は、昨年９月末から

１０月初めにかけて、田中辰明お茶の水女子大名誉教授と

ともに、ドイツの外断熱の調査に行き、その際、いろい

ろな場所で外断熱の改修現場を見て、かの地で外断熱が

一層普及していることをあらためて実感しました。さら

に、バーデンバーデンにある「湿式外断熱協会」を訪ね、そ

こでゼッツラー専務理事から、ヨーロッパの２００９年度の

湿式外断熱施工面積が１億６，２３０万gであることを聞き

とても驚きました。そのうちドイツは４，２００万gという

ことで、これはアメリカの３，８００万gを上回っており、ド

イツが外断熱先進国であることがよくわかります。なお

この統計では、ヨーロッパでもイギリスやベルギー、北

欧諸国の施工面積が少なく不思議に感じたのですが、こ

れは二重壁構造のような乾式工法が含まれていないた

めであり、すなわち乾式を含む外断熱全体では、もっと

大きな数字になるものと思われます。

飛躍的に伸びるトルコの外断熱

　そして、ここで私たちが注目したのが、トルコの状況

でした。日本と似て温暖なトルコの２００９年の湿式外断熱

施工面積が、９６０万gもあったというのです。これは日本

の施工面積の２０倍ほどにあたります。その驚きがあっ

て、今年１０月の視察旅行では、ドイツとともにトルコも

訪れたのです。

　トルコの外断熱の多くは、ＸＰＳ（押出発泡ポリスチレ

ン）の断熱材を用いているという話を聞いていました。

我々には、湿式外断熱イコールＥＰＳ（ビーズ法ポリスチ

レン）というイメージがあるのですが、トルコではＸＰＳの

施工が多いというのが特徴的で、今回のトルコへの訪問

では、その施工の研修施設「ＤＯＷ ＆ ＭＡＲＤＡＶトレー

ニングセンター」に行き、ＸＰＳ外断熱システムの構成な

どを見せていただきました。さらにその後、築１０年４階

建て１６戸の建物が３０棟集まった高級集合住宅の外断熱

改修の現場を視察しました。我々の経験からすると、集

合住宅では、大規模な改修工事に際して、住民の合意形

成が非常に難しいのですが、ほとんど反対はなく外断熱

改修工事ができたとのことで、感心させられました。建

物の省エネ性能を向上させれば、５年から１０年で元が取

れ、その後も節約できるというわけで、むしろ改修への

意識は積極的でした。詳しく調査はしていませんが、お

そらくこの背景には、国が積極的に建物の省エネルギー

政策に取り組んでいることもあるのだと思います。２０１１

年のトルコの湿式外断熱施工面積は、２００９年の９６０万戸
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からさらに大幅に増えて、何と３，５００万gが見込まれて

いるとのことです。

　昨年９月にブリュッセルで、「第１回国際外断熱

フォーラム」が開かれ、昨年の視察で訪れたのですが、そ

ういう流れにも見られるように、ＥＵでは、外断熱に対し

てＥＵ全体で統一して取り組むという姿勢があります。

その流れが、ＥＵ内では比較的温暖なトルコにも来てい

ることを、現地で強く実感しました。

徹底しているＥＵの省エネ化

　トルコにおいて、ヨーロッパ全体での外断熱普及の流

れを感じた後、我々はドイツに移動し、ミュンヘンのＳｔｏ

社が手掛けた外断熱の建物を見学しました。

　この中で驚いたのは、ＥＰＳやミネラルウールの断熱材

を扱うイメージがあるＳｔｏ社が、木質繊維断熱材を使っ

た外断熱システムや、ミネラルウールを使用した木造８

階建て集合住宅という、日本では見ることのできない建

物を手がけていることでした。また他の工事中の現場で

は、ほとんどのＥＰＳ断熱材が黒い炭素入り断熱材に変

わっていました。これは、厳しくなる省エネ基準に対応

するために、断熱材に炭素を入れることで断熱性能を上

げているのですね。

　それと、湿式外断熱専門と思っていたＳｔｏ社が、乾式の

通気層工法も行っていて、さらに衝撃的だったのが、内

断熱にも力を入れているということでした。

　もっとも、これには特別な理由があります。ドイツに

は多くの歴史的建造物がありますが、それらの建物につ

いては、かつては断熱しなくてもよいとされていました

が、省エネ基準が厳しくなって、歴史的建造物といえど

も放ってはおけなくなり、かと言って外観に手を入れる

ことはできませんので、内断熱にせざるを得ないという

わけです。日本では、透湿抵抗の高いポリウレタンや

ＸＰＳなどでも防湿施工をしっかりやれば寒冷地でも問

題が起きないと言われてきました。当然、ドイツにおい

ても室内側の防湿性能を高めた内断熱システムと思っ

ていましたが、実際の内断熱システムはこれまでの日本

の常識とは全く違ったシステムでした。軽量気泡コンク

リートの９０％に空気を閉じ込めたシステムで、防湿気密

ではなく吸湿放湿を行うシステムです。内断熱では、ど

のような防湿施工を行っても完全ではないのです。

　ヨーロッパ、特にドイツでは、歴史的建造物でも特別

扱いされないほど、省エネへの取り組みが徹底している

ということです。

２０２０年以降はすべてが
「ゼロエネルギー住宅」

　我々が視察から帰った後、１１月９日に東京国際フォー

ラムで、ドイツのフラウンホーファー研究機構主催の

フォーラム「ドイツにおけるエネルギーと資源の効率的

活用」が開催されました。

　フラウンホーファー研究機構というのは、ドイツ国内

に６０の研究所を有し、１８，０００人の職員が働き、年間の売

り上げが１７億ユーロという巨大な研究機関です。この機

構では、断熱だけでなく、太陽エネルギーやナノテクノ

ロジー、生産技術、新資源などさまざまな研究を行って

います。

　このフォーラムで、同機構を構成するひとつの機関

で、私どもと交流のあるフラウンホーファー建築物理研

究所のハウザー所長が来日され、「エネルギー効率のよ

い建築技術」について講演をしました。ここでハウザー

所長は、「ドイツの断熱材の厚さは法律で１２０a以上と決

められており、１６０aから２００aが一般的で、３００aも普

通に使われている」とした上で、「これからは住宅がエネ

ルギーを消費するのではなく、エネルギーを創る“プラ
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